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人 口 ・ 面 積( 53. 3. 1)

世 帯　　　205, 337
人 口　　　　625, 843
男　　　　　316, 864
女　　　　　308, 979

面積　　　53. 25k㎡
人口密度　11, 753/ k㎡

春の交通安全運動4 月6 日から15日

お
先
へ
ど
う
ぞ
…
あ
り
が
と
う

ゆ

ず

り
合

い

で
交

通
安

全

桜
の
花
も
咲
き
は
じ
め
、
頬
に
心
よ
い
風
が
あ
た
る
と
、
な
ん
と
な
く
心
も
ゆ
る
ん
で
き
ま
す
。
毎
年
、
三
月
か
ら
四

月
に
か
け
て
交
通
事
故
が
増
え
は
じ
め
ま
す
。
今
年
も
、
四
月
六
日
か
ら
十
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
か
行
な
わ

れ
ま
す
。
運
転
す
る
人
、
歩
く
人
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
交
通
事
故
を
少
し
で
も
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

区内事故件数
増加の傾向

全国的にも、都内でも
、ここ

数年の交通嚊故件数が咸少して

いるのに
、足立区では
、増加の

傾向にあります
。

昭
和
四
十
九
年
の
事
故
件
数
か
、
一
、
七
五
七
件
。
以
来
、
毎
年
百
昨

か
ら
二
百
件
ず
つ
増
え
、
昨
年
の
件
数
が
二
、
一
七
九
件
で
す
。

足立区は
、日光街道と環七と

いう
、大動脈をかかえているた

め二
」の二線の事故件数が区全

体
の
二
〇
%
を
こ
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
こ
の
二
線
で
の
事

故
率
か
、
減
少
の
傾
向
を
見
せ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
幹
線
の
混
雑
を
さ

けて
、裏通りへ
入ってきた車の

事故が
、増えているわけです
。

生活ゾーンの
安全確保

今
回
の
、
交
通
安
全
運
動
で
は
、
い
く
つ
か
の
目
標
を
定
め
て
い
ま

す
。その中でも
、生活するのに

必要な区域の安全を図
るこ
と

が
、最大の目標です
。

通勤・
通学・
買物道路など
、

生活に密着した「生活ゾーン
」

の事故防止か
、安心して暮らせ

る町の第一
歩です
。

ゆずり合いで
事故防止

区や警察などでは
、ガードレ

ールをつけたり
、交通規制をし

て事故防止につとめています
。

しかし
、それよ

りも
、運転する

人や
、歩く人そ

れぞれが
、事故

を起こさないよ

う
、事故にあわ

ないよう心かけ

ていただくこと

が
、一番大切な

ことで
す
。

ゆずり合い運動
　お先へどうぞ

…ありが
J・う
、このスロー
ガ

ンの
ように、
ら
れ先に
"と

思
わず、お互にゆ
ずり合えば、

事故か起きないですひことで

しょう。

運
転
す
る
方
へ
　

い
く
ら
追
い
越
し

を
し
て
急
い
で
も
、
目
的
地
へ
着

く
の
に
何
分
と
違
い
ま
せ
ん
。
ゆ

と
り
を
も
っ
て
、
安
全
運
転
。
そ

の
ほ
う
が
、
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
り

ま
せ
ん
。

お
子
さ
ん
へ
　
子
供
の
事
故
の
ほ
と

ん
ど
は
、
飛
ぴ
出
し
で
す
。
ご
両

親
は
、
道
路
を
纜
る
と
き
右
・
左

を
よ
く
見
て
か
ら
纜
る
よ
う
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
利
用
の
方
へ
　
四
つ
角
で
は

ペ
ダ
ル
を
止
め
て
、
右
・
左
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
横
断
歩
道
は
自

転
車
を
降
り
て
渡
り
ま
し
I

つ
。

ルールを
守っても
安心は禁物

最近の事故で目立つのは
、交

通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
て
事
故
に
あ
う
例
の
多
い
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
横
断
歩
道
を
渡
る

の
だから、当然

自動
車が止まっ

て
くれるだろ・つ
=

・と、不用意に

歩道から飛
び出

し
、事故にあって
しまうので
す。

動
き出す前に、ちょっと周囲

に目
を配
りましょう。

あなたがルール
を守っていて

も
、相手が守ってくれるとは隕

らないのです
。

み
ん
な
で
協
力
し
、
ゆ
ず
り
合
っ
て
、
安
全
で
庄
み
よ
い
町
を
作
っ
て

いきましょう
。

ゆずり合いの

モデル交差点

こ
の
春
の
交
通
安
全
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
が
、
ゆ
ず
り
合
い
運

動
・
・
・
「
お
先
へ
ど
う
ぞ
」
「
あ
り
が

と
う
」
で
す
。
安
全
運
動
を
盛
り
上

げ
、
ゆ
ず
り
合
い
運
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
各
警
察
で
は
「
ゆ
ず
り
合

い
モ
デ
ル
交
差
点
」
を
設
け
て
、
広

報活動や街頭
指導を推
進し
ま

す
。ご協力ください
。

自転車も
おりて渡ろう横断歩道

協力しあって、安心して住める町に
特別区交通
災害共済に

おばあちゃんも

お
孫
さ
ん
も

区で加入します

区
内の
昨年の
交通事故件数を

見ますと
、子供
(中学生以下
)と

お年寄
(七十歳以上
)を合わせ

て
、全体の
約三〇
%になります
。

区で
は
。この
ような弱い立場

の方か
、万一
、交通事故にあっ

たときに
、少しで
もお役に立て

ば
、と区
が掛金を負担して
、交

通災害共済制度に加入するこ
と

に
なりました
。

交通災害共済制度というの
は

二十三区内に住んで
いる人は
、

だれで
も加入で
き
、事故にあっ

たとき
、一
口につ
き
、最高百万

円
ま
で
の
見
舞
金
か
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
一
口
三
百
円
で
、
一
人
二

口まで加入できます
。

区で加入するのは
、一口です

から
、ご自分でもう一口加入す

ることかできます
。

対象となる方

今回対象となるの
は
、四月一

日現在
、区
内に住民登録または

外国人登録をしてい
る
、四・
五

歳児
、小・
中学生と七十歳以上

の
方で
す
。

四・
五歳と七十
歳以上の方に

は
(ガキで「
小・
中学生にはチ

ラシで
、お知らせします
。

このような方の加入手続は
、

区ですませて
、加入者名簿に登

載されます
。

請求の手続き

万
一
、
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
本
人
(
未
成
年
者
は
保
護
者
)
が
、

区
役
所
一
階
交
通
災
害
共
済
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

必要なもの

▽交通事故証明書

▽診断書または検案書

▽住民票の写し

▽代理人が請求のときは委任状

▽印鑑なお、脯求できる期間は
、事

故にあった日から二年間です
。

請求は
、区役所一
階
　交通災害

共済窓口へ
。

事故にあったら

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
起
こ
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
一
一
○
番
へ

電
話
し
ま
し
I
つ
。
届
け
を
し
て
い
な
い
と
、
交
通
事
故
証
明
書
か

も
ら
え
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

▽見
舞金について

交通災害共済窓口

▽加入につ
いて

四
・
五
歳
児
・
・
・
交
通
安
全
係
　
小
・
中
学
生
…
学
事
係
　
七
十
歳
以

上
・
・
・
老
人
福
祉
係
　
外
国
人
…
外

国
人登録係

すず かけ

四月六日は

小学校の入学

式
。お子さん

が元気に一
年

生に入学する

のはまことに

楽しいことで

す
。学校側で
は家庭との
連絡

を密にし
、特に新入学児童の

交通安全教育の
徹底を図って

います
。しかし子供を交通事

故から守るためには
、やはり

お母さんか手本を示
すこ
とが

何より大切で
す
。お母
さんか

斜め横断をしたり
、自転車の

二人乗りな
どすると
、子供は

親の言動を常日
ごろ見て
いて

まねをしますので
、ますお母

さんが正しく交通規則を守っ

ていただきたいものです
。

区でも交通安全対策を区政

の重点施策としております
。

新年度には交通弱者といわれ

る老人と子供を対象に
、区が

交通災害共済掛金を負担する

ことにしました
。

もとより交通事故の絶滅が

第一ですが
、区の実施できる

部分には限界もあり
ます
か

ら
、このたぴは被害者の救済

を図ることとしたのです
。

区民の皆さまの交通安全に

対する参加を願っています
。

足
立
区
長
　
長
谷
川
久
勇

足立の史話

再版ができました

「
足
立
の
史
話
―
日
光
街
道
を
た
ず

ねて
」
(勝山凖四
郎著
)の
増刷

がで
きあ
がり
、四
月から頒布を

はじめて
います
。

初版は発売して
三週間で
売り

切れたほ
どの好評で
、皆さんか

ら毎日お問合せをいただき
、大

変
ご迷惑
をおかけしました
。

今
回
の
増
刷
は
三
千
部
で
、
頒
価

は
一
部
四
百
円
(
初
版
と
同
じ
)
で
す
。
区
役
所
五
階
広
報
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

な
お郵
送は破楓のおそれか

ありますから
ご遠慮ください
。

ご利用ください
住宅修繕資金融資あっせん制度

この制度は
、区内在住の方が
、

現在住んでいる住宅の修繕
(増改

築を含まず
)をしようとするとき

に
、資金調達でお困りの場合
、金

融機関を通じて
、資金の融賢を行

なうものです
。

申込資格
▽区内に一
年以上
、住所を有する

こと
▽区民税を完納していること

▽年齢が二十歳から六十五歳

▽連帯保証人が得られること

▽その他
融資の条件

▽融資額
　二十万～
(十万円

▽
利
率
　
年
九
%
以
内

▽償還方法
　五年以内の元金均等

割賦払い

▽利子補給
　年三
%
(申込者負担

が六
%以内になります
)

申込方法
次の書類をそろえて
、区役所
】

階区民係へ
提出してください
。

▽申込書
(区役所区民係または出

張所にあります
)

▽工事見積書

▽住民票の写し

▽納税証明書

▽その他
くわしくは
、区役所区民係へ
ど

うぞ。

住民票の写しなど
手数料が改正されました

住民票の写しの交付・
公簿の閲

覧手飲料などが
、改正され
、四月

一日から実施されました
。

この手数料は
、三月の本会議で

関係条例案か可決され、成立しま

したので
、料金改定を行なうこと

になりました
。

改
正
さ
れ
た
手

数
科
▽交付手数料

住民票の写し・二
通百五十円

▽閲覧手数料
住民票等公簿の閲覧上
人一

回一
冊につき百円

なお
、新料金は四月一口から実

施されましたが
、三月末までに
、

郵送等で申請のあった住民票の写

しの交付については
、旧科金でい

ただくことになります
。

くわしくは
、区役所住民記録係

または
、区内各出張所へ
お問い合

わせください
。
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53 年 度 予 算

総額878億3, 000万円
前 年 度 よ り12. 79% の 増

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に

公
共
施
設
の
建
設
を
促
進

福
祉
・
青
少
年
施
策
に
重
点

昭
和
五
十
三
年
度
当
初
予
算
は
、
区
議
会
三
月
定
例
会
で
審
議

さ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
「
明
る
く
往
み
よ
い
足
立
」
を
目
指
し

て
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
接
関
係
の
あ
る
事
業
も
た
く
さ
ん
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
七
百
四
十
億
七
千
(
百
万
円
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
百
三
十
五
億
五
千
百
万
円
、
用
地
特
別
会
計
二

億
百
万
円
、
合
計
(
百
七
十
(
億
三
千
万
円
と
な
り
前
年
度
当
初

予
算
に
く
ら
べ
て
一
二
・
七
九
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
特
に
区
を
と
り
ま
く
経
済
環

撓
は
、
極
め
て
き
び
し
く
、
と
り
わ

け
東
京
都
の
財
政
危
機
は
未
曽
有
の

も
の
が
あ
り
、
財
源
を
都
区
財
政
調

鰹
交
付
金
に
大
き
く
頼
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
弱
い
財
政
基
盤
に
あ
る

足
立
区
財
政
の
見
通
し
も
、
決
し
て

明
る
い
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算

輛
成
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
高
ま

つ
て
く
る
区
民
の
ご
要
望

に
応
え
る
た
め
「
財
源
の

効
率
的
運
用
に
よ
る
区
政

推
進
」
を
課
題
と
し
て
、

限
ら
れ
た
財
源
を
事
務
事

業
の
厳
し
い
週
別
に
よ
っ

て
、
重
点
的
か
つ
効
串
的

に
予
算
化
し
ま
し
た
。

特
に
「
福
祉
施
設
を
中

心
と
す
る
公
共
施
設
の
建

設
促
進
」
と
「
き
め
こ
ま
か
い
福
祉

施
策
、
青
少
年
健
全
育
成
施
策
の
拡

充
」の
二
点
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

で
は
一
般
会
計
の
主
な
新
規
事
業

を
中
心
に
、
当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

を
脱
明
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
環
境
の
整
備

七
十
五
億
六
百
万
円

人
口
が
増
大
し
市
街
化
が
進
む
と

私
た
ち
の
周
り
か
ら
、
住
み
よ
い
環

境
が
失
な
わ
れ
か
ち
に
な
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
生
活
環
戔
を
作
る
た
め
、

つ
き
の
よ
う
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
と
し
て

、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
般
置
、新
入
学
児
童
へ
安

全
帽
の
支
給
、
四
歳
児
か
ら
中
学
生

と
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
の
特
別
区

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
道
路
の
設
置
、
自
転
車
置
場

の
増
設
を
し
ま
す

。

区
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
竹

の
塚
駅
西
側
に
保
健
セ
ン
タ
ー
(
足

立
保
健
所
併
設
)
が
(
月
完
成
予
定

で
す
し

、
新
し
く
一
歳
六
か
月
児
の

健
康
診
査
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
設
置
の

準
備
調
査
を
は
じ
め
ま
す

。

ま
た
、
道
路
、
溝
渠
、
排
水
場
な

ど
の
鰹
備
や
、
生
活
の
基
盤
と
な
る

下
水
道
枝
線
工
事
の
推
進
は
も
と
よ

り
、
区
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園

は
六
か
所
を
造
成
、
葛
西
用
水
に
は

水
に
親
し
め
る
魚
釣
場
の
新
設
を
考

え
ま
し
た

。

今年度完成予定の総合体育館

竹の塚センター

公
害
防
止
と

緑
化
推
進

八
億
二
千
四
百
万
円

私
た
ち
の
町
か
ら
公
害
を
な
く
し

縁
を
ふ
や
す
こ
と
は
、
快
適
な
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

公
害
の
取
締
指
導

、

公
害
の
測
定
、
河
川
の

浄
化
な
ど
に
力

を
入

れ
、
公
害
保
健
福
祉
事

業
と
し
て
公
害
認
定
患

者

示

学
校
三
年
か
ら

中
学
校
三
年
生
ま
で
)

の
転
地
療
養
な
ど
も
計

画
し
ま
し
た
。

緑
を
ふ
や
す
施
策
と

し
て
は
、
学
校
、
公
園
な
ど
区
内
施

設
の
植
樹

、
苗
木
の
栽
培
委
託
や
無

料
配
布
、保
護
樹
木
・
樹
林
の
指
定
、

客
虫
防
除
な
ど
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
さ
く
ら
植
樹
も
継
続
し
て

行
な
い
、
名
所
復
活
を
目
指
し
て
い

ま
す

。

緑ゆたかな町へ…苗木の無料配布

そ
の
他
の
施
策

三
十
五
億
二
千
六
百
万
円

明
日
の
足
立
区
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
「
足
立
区
の
将
来
像
」
を

ま
と
め
る
だ
め
の
基
本
構
想
を
策
定

し
ま
す
。

中
小
企
業
対
策
と
し
て
融
資
限
度

額
の
引
上
げ
と
返
済
期
間
の
延
長
を

行
な
い
ま
す
。

区
民
と
区
を
結
ぶ
広
報
広
聴
の
充

実
や
、と
も
す
れ
ば
消
え
て
い
く
区

内
の
古
い
銛
を
集
め
た
「足
立
の
今

昔
」の
出
版
、
「足
立
の
歴
史
」改

訂
版
の
出
版
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

好
評
の
区
民
農
園
を
も
う
一
か
所

増
股
、
楽
し
い
区
民
納
涼
大
会
も
さ

ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

二
十
三
区
は
じ
め
て
の
国
民
健
康

保
険
保
養
所
も
、
六
月
開
股
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

工
場
な
ど
か
ら
の
悪
臭

規

制
が
行

な
わ
れ

ま

す

東
京
都
公
客
防
止
条
例
の
改
正
に

よ
り
、工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

悪
臭
の
規
制
か
四
月
一
日
か
ら
全
面

的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た

。悪
臭
公
害
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま

で
ア
ン
モ
ニ
ア
等
(
つ
の
悪
臭
物
質

だ
け
が
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

し
气

し
か
し
、
実
際
に
悪
臭
の
原

因
と
な
る
吻
質
は
、
数
が
多
く
複
雑

で
あ
る
こ
と
や
、
臭
気
そ
の
も
の
を

數
一

化
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
公
害
規
制
の
効
果

を
な
か
な
か
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
条
例
で
実
施
さ
れ
る
規
制

の
方
法
は
、
「三
点
比
較
式
臭
袋
法
」

(
写
真
)
と
い

い
、
三
つ
の
無

奥
袋
の
ひ
と
つ

に
工
場
か
ら
採

取
し
た
悪
臭
を

入
れ
、
人
間
の

鼻
に
よ
り
に
お

い
を
か
き
分
け

ま
す
。
他
の
袋

と
比
べ
て
臭
気

を
感
じ
な
く
な

る
ま
で
薄
め
た
倍
数
-
奥
気
濃
度
と

い
う
―
を
も
つ
て
規
制
が
行
な
わ
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。(例
・・・千
倍
に

薄
め
て
に
お
わ
な
く
な
れ
ば
奥
気
渡

度
一
〇
〇
〇
と

表
わ
し
ま
す
)

規
制
規
準
は

下
表
の
と
お
り

で
、
工
場
等
の

「
排
出
口
」
と

「
敷
地
境
界
」

の
両
方
で
規
制

が
行
な
わ
れ
ま

す
。
悪
臭
公
害

を
防
ぐ
に
は
、

発
生
源
に
蕘
を
す
る
だ
け
で
か
な
り

効
果
の
あ
が
る
例
も
あ
り
ま
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
「作
巣
工
程

の
見
直
し
」
「作
業
方
法
の
変
更
」

「
悪
臭
処
理
施
設
の
設
置
」
な
ど
を

検
討
さ
れ
近
隣
に
迷
感
を
か
け
な
い

よ
う
一
層
の
男
力
を
お
願
い
し

ま

す
。悪

臭
防
止
の
方
法
な
ど
で
お
困
り

の
方
は

、区
役
所
公
害
課
へ
ど
う
ぞ
。

規 制 基 準 値

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

児
童
緊
急
一
時
保
護
制
度
の
発
足
も

社
会
福
祉
の
充
実

百
八
十
二
億
三
十
六
百
万
円

都
内
二
十
三
ほ
で
い
ち
ぱ
ん
多
い

生
活
扶
助
世
帯
を
か
か
え
て
い
る
足

立
区
に
と
っ
て

、
社
会
福
祉
の
充
実

は
最
も
重
要
な
施
策
で
す
。

牛
活
上
急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ

た
方
の
た
め
の
「
応
急
小
口
資
金
貸

付
金
の
限
度
額
か
、
十
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。

心
身
障
害
者
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー

が
竹
の
塚
に
五
十
四
年
春
完
成
予
定

で
建
設
が
進
め
ら
れ
、
身
体
に
障
害

の
あ
る
方
が
勳
け
る
店
の
股
置
凖
備

も
は
じ
め
ま
す
。

四
月
に
は
高
齢
者
事
業
団
が
発
足

し

、
待
望
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

五
十
四
年
四
月
に
開
設
、
新
し
い
老

人
館
も
建
設
し
ま
す
。
ま
た
区
民
保

養
所
へ
招
待
す
る
楽
し
い
敬
老
遊
覧

事
業
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
気
な
ど
で
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
一
週
間
を
限
度

に
昼
間
だ
け
お
預
り
す
る
児
竃
緊
急

一
時
保
護
制
度
が
発
足
し
ま
す
。

保
育
園
二
か
所
、
学
童
保
育
室
一

か
所
の
新
設
を
は
じ
め
既
存
施
設
の

盤
備
を
し
ま
す
。

い
ま
ま
で
十
九
病
種
だ
っ
た
難
病

患
者
福
祉
手
当
の
支
給
も
、
十
一
病

種
追
加
し
て
三
十
病
種
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

九
十
八
億
九
千
百
万
円

最
近
青
少
年
の
非
行
、
自
殺
な
ど

か
し
き
り
に
報
道
さ
れ
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
代
の
足
立
を
に
な
う

青
少
年
の
健
全
育
成
は
重
要
で
あ
り

緊
急
な
施
策
が
必
要
で
す
。

現
在
小
・
中
学
校
は
二
十
三
区
で

一
番
多
い
数
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
小
学
校
一
校
、
中
学
校
二
校

を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
区
で
五
園
目

の
鹿
浜
幼
稚
園
を
つ
く
り
ま
す
。

区
民
待
望
の
総
合
体
育
館
は
今
年

度
中
に
完
成
さ
わ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
殿

堂
と
し
て
の
活
躍
を
は
じ
め
ま
す
。

ま
た
青
少
年
の
情
操
教
育
面
も
、
優

良
映
画
の
推
奨
や
、竹
の
塚
図
書
館

、

社
会
教
育
館
も
開
館
し
ま
す
。

足
立
の
教
育
の
歩
み
を
畷
る
教
育

百
年
史
の
編
さ
ん
も
引
き
つ
づ
き
行

な
わ
れ
ま
す

。

大
震
火
災
対
策

一
億
三
千
三
百
万
円

今
年
に
入
っ
て
伊
豆
大
島
近
海
地

袰
や
東
北
東
部
の
地
震
な
ど
、
大
き

な
も
の
が
続
い
て
発
生
し
て

い
ま

す
。
大
地
震
は
い
つ
私
た
ち
の
上
に

襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大

震
火
災
対
策
は
、
早
急
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
す
。

初
期
消
火
や
飲
料
水
の
貯
蔵
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
る
防
災
用
三
角
バ

ケ
ツ
を
転
入
世
帯
な
ど
に
配
布
し
ま

す

。防
災
活
動
拠
点
整
備
や
、
区
民
防

災
組
織
の
育
成
、
防
災
馴
練
、
貯
水

槽
の
設
置
な
ど
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
相
撲

足
立
区
予
選
会

相
撲
と
い
う
伝
統
的
ユ
ポ
ー
ツ
を

通
じ
、真
の
友
愛
や
忍
耐
や
規
律
を
、

子
供
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
心

身
と
も
に
、
た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て

、「
わ
ん
ぱ
く
す
も
う

東
京
場
所
・
足
立
区
予
遇
会

」
が
開

か
れ
ま
す
。君
も
出
場
し
て
み
た
ら
。

▽
日
時
　
五
月
十
四
日
(
日
)
午
前

十
時

▽
場
所
　
北
千
住
公
園
相
撲
場

▽
出
場
資
格
　
区
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
在
学
し
て
い
る
小
学
校
三
・

四
・
五
・
六
年
生
の
男
子

。
小
学

校
一
・
二
年
生
は
三
年
生
と
し
て

参
加
で
き
ま
す

。

▽
競
技
方
法
　
学
年
別
決
勝
。
各
学

年
上
位
三
名
は
、
国
技
館
で
開
か

れ
る
都
の
決
勝
大
会
に
出
場
で
き

き
す
。

▽
競
技
規
定
　
一
般
の
相
撲
連
盟
方

式
に
よ
る
。
服
装
は
上
半
身
は
だ

か
で

、
海
水
パ
ン
ツ
ま
た
は
半
ズ

ボ
ン
に
サ
ラ
シ
を
巻
く
か
褌
。

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み
　
四
月
三
十
日
ま
で
に
電

話
で

、
東
京
青
年
会
瞋
所
足
立
区

委
貝
会
・
清
水
(
　
(

九
〇
-
二
(

六
二
)
ま
で

。

※
出
場
者
に
参
加
賞
と
弁
当
を
差
し

あ
げ
ま
す
。

受
講
生
を
募
集

成

人

学

校

科
目
・
講
師
　
(
1
)
暮
ら
し
に
役
立

つ
家
庭
の
法
律
(
土
地
・
家
屋

・
交
通
事
故
・
結
婚
・
相
続
な

ど
暮
ら
し
の
中
の
法
律
を
学

ぷ
)
・
・
・
弁
護
士
の
金
子
光
邦
氏

ほ
か
　
(
2
)
ペ
ン
習
字
入
門
(
ひ

ら
が
な
か
ら
楷
書
・
行
書
ま
で

の
入
門
コ
ー
ス
)
・・・
日
本
ペ
ン

習
字
研
究
会
　
野
本
真
理
子
氏

期
間
　
四
月
二
十
七
日
～
七
月
二

十
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
午
後

六
時
三
十
分
～
(
時
三
十
分

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

定
員
　
各
科
目
と
も
五
十
名

費
用
　

受
講
料
は
無
料
。た
だ
し
、

教
材
費
は
実
費
負
担
。

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
成
人

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
科
目

・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

職
業
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
教
育
委
員
会
文
化
係
(

干
住
一
-
五
〇
)
へ

。
四
月

十
日
(
月
)
の
消
印
ま
で
有
効

。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
文

化
係

婦
人
学
級
を

開
設
し
ま
す

家
庭
生
活
を
は
じ
め
、
婦
人
の

生
活
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
し
あ
う
婦

人
学
級
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す

。学
習
内
容
は
、
申
請
グ
ル
ー
プ

で
決
め
て
い
た
だ
き
、
学
習
時
間

は
一
日
二
時
間
程
度
、
延
べ
十
回

で
す

。
請
師
・
助
言
者
等
を
派
遣

し
ま
す

。

開
設
期
間
　
五
月
か
ら
七
月
ま
で

一
学
級
、
九
月
か
ら
十
一
月
ま

で
二
学
級

申
請
期
限
　
四
月
十
一
百
(
水
)

開
設
場
所

区
青
年
館
ま
た
は
公

共
施
股

資
格
　
学
習
に
参
加
で
き
る
人
数

が
十
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
(
地

域
グ
ル
ー
プ
・
P
T
A
グ
ル
ー

プ
・
闘
股
婦
人
学
級
終
了
者
を

中
心
と
し
た
自
主
グ
ル
ー
プ
・

そ
の
他
婦
人
学
習
グ
ル
ー
プ
)

た
だ
し
、一
学
級
は
五
十
名
以

内
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
貝
会
文

化
係

団
員
を
募
集

足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
・
合
唱
団

教
育
委
貝
会
で
は
、足
立
区
少

年
鼓
笛
隊
・
合
唱
団
の
団
員
を
次

の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
、ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
現
在

、
区
内
に
在
住
の
小

学
四
年
生

募
集
人
員
　
鼓
笛
隊
・
人

十
名
　

合
唱
団
二
(
十
名

練
習
場
所
　
鼓
笛
隊
・
・
・
梅
鳥
小
、

千
寿
小
　
合
唱
団
…
五
反

野

小

、
千
寿
第
三
小

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
後
二

時
～
四
時
(
た
だ
し
、
春
・
夏

・
冬
休
み
期
間
は
休
み
ま
す
)

申
込
方
法
　
加
入
申
請
書
(
各
学

校
・
子
ど
も
会
に
あ
り
ま
す
)

に
記
入
し
、
学
校
畏
の
承
認
を

得
て
教
育
委
員
会
青
少
年
係
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
四
月
二
十
二
日
(土
)

※
応
募
者
が
予
定
人
員
を
越
え
た

場
合
は
、抽
遇
で
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
応
募
結
果
な
ど
は
、直
接

本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
貝
会
青

少
年
係
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豊 かな経験と 能力を生かす

足立区高齢者事業団が
設 立 さ れ ま す

働
く
こ
と
が
生
き
が
い
、
健
康
の
た
め
に
働

き
た
い
、
お
小
遣
い
が
欲
し
い
と
い
う
区
内
の

健
康
な
高
齢
者
の
自
主
的
な
組
織
が
足
立
区
に

生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
高

齢
者
事
業
団
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
紹
介

し
、
あ
わ
せ
て
事
業
団
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
団
設
立
の

社
会
的背
景

昨
年
六
月
、
厚
生
省
か
発
表
し
た

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
ヒ
ニ
・

二
五
歳
、女
七
七
・
三
五
歳
と
な
り
、

欧
米
諸
国
と
比
べ
て
も
屈
指
の
畏
寿

国
。
我
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
は
近

年
著
し
く
、二
十
数
年
後
に
は
、五
人

に
一
人
か
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
六
十
蔵
か
ら
の
人

生
が
、
単
に
余
生
を
送
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
中
で
そ

れ
な
り
に
重
要
な
役
割
を
杲
し
て
ゆ

く
世
代
と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
不

況

下
で

は
、
勳
く
生
き
か
い
の
場
と
い
う
側

面
か
ら
み
て
も
、
高
齢
者
の
方
の
意

欲
を
十
分
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
者
事
業
団
は
、
こ
う
し
た
社

会
状
況
を
背
景
に
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
の
福
祉

と
労
働
の
面
か
ら
の
新
し
い
試
み
と

し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。そ
し
て
、

地
域
の
な
か
で
の
事
業
活
動
を
通
じ

て
福
祉
の
向
上
と
社
会
の
発
展
に
役

立
と
う
と
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

高
齢
者
事
巣
団
は
、
高
齢
の
た
め

に
就
職
が
む
ず
か
し
い
人
や
、
も
う

就
職
を
望
ん
で
は
い
な
い
が
、
何
か

仕
事
が
し
た
い
、
な
ん
ら
か
の
収
入

を
得
た
い
と
い
う
健
康
な
高
齢
者
か

集
ま
り
、
民
間
企
業
、
一
般
の
家
庭

お
よ
び
都
や
区
な
ど
か
ら
、
高
齢
者

に
適
し
た
仕
事
を
引
受
け
、
各
人
の

希
望
と
経
験
・
能
力
に
応
じ
て

、
そ

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
く
た
め
の
団

体
で
す

。

――足立区高齢者事業団の関連図――

会
員
とな

る
に
は

定
年
な
ど
で
す
で
に
勤
め
を
や
め

た
方

、
家
業
を
子
供
さ
ん
に
ゆ
ず
っ

た
方
な
ど
で
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

お
互
い
の
経
験
や
能
力
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
適
当
な
仕
募
が
あ
れ
ば

や
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ら
れ
る

ほ
ぼ
六
十
歳
以
上
の
健
康
な
高
齢
者

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
出
来

ま
す
。

し
か
し
、
会
員
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
も
、
事
業
団
に
雇
わ
れ
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
す
ぐ
に
全

員
が
仕
事
に
つ
け
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
事
業
団
が
受
け
た
仕
事
の
範
囲

内
で
、
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
営
や
活
動
は
会
員
自
身
の
手
で

設
立
総
会
は
四
月
二
十
日

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す

事
業
団
の

し
く
み
は

事
業
団
は
、
会
員
で
あ
る
高
齢
者

が
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
、
自
分
た

ち
の
手
で
運
営
し
て
い
く

も
の
で

す
。
そ
し
て

、
会
員
全
員
で
会
則
を

作
り
、
役
員
を
選
び
、
自
主
的

、
民

主
的
に
運
営
し
ま
す
。
都
や
区
は
、

公
共
性
を
も
つ
事
業
団
の
運
営
が
順

調
に
進
む
よ
う
積
極
的
に
援
助
、
協

力
し
ま
す
。

一
方
、
各
地
区
の
事
業
団
の
活
動

を
振
輿
す
る
た
め
「
東
京
都
高
齢
者

事
業
振
興
財
団
」
が
あ
り
、
普
及
活

動
や
指
導
育
成
を
し
て
い
ま
す
。
各

地
区
事
集
団
の
事
務
局
の
基
礎
的
運

営
費
に
対
す
る
都
の
補
助
金
は
こ
の

財
団
を
通
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
事
業
団
の
運
営
が
円
滑

に
い
く
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
理

解
と
支
持
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め

事
業
団
の
主
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
区
内
の
団
体
や
個
人
か
ら
な
る

賛
助
会
員
の
制
度
も
考
え
て
い
ま

す
。事

業
団
は
、事
務
所
を
設
け
、事

務
局
職
員
を
置
き
仕
事
の
受
注
や
経

理
事
務
、会
員
へ
の
連
絡
な
ど
の
事

務
を
処
理
し
ま
す
。

ま
た
、ふ
す
ま
の
修
理
な
ど
簡
単

な
大
工
仕
事
や
筆
耕
な
ど
手
作
業
を

す
る
た
め
の
作
業
所
も
併
設
し
ま

す
。な

气
事
業
団
の
事
務
所
・
作
業

所
は
、五
月
一
日
開
館
予
定
の
千
住

本
町
老
人
館
(
千
住
五
丁
目
六
(
番

地
)
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

事
業
団
の

い
ろ
い
ろ
な
特
色

◎
仕
事
の
請
負
は

仕
事
は
、
会
員
個
人
か
請
負
う
の

で
な
く
、
あ
く
ま
で
会
員
に
ふ
さ
わ

し
い
仕
事
を
事
業
団
が
請

負

い
ま

す

。そ
し
て
、入
会
時
に
申
し
出
て
あ

る
各
人
の
希
望
に
そ
っ
て
、
そ
の
仕

事
を
共
同
で
遂
行
す
る
わ
け
で
す

。

し
た
が
っ
て
、
職
業
紹
介
や
就
職

の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
仕
事
の
責
任
は

謂
負
っ
た
仕
事
に
会

員
が
従

事

し
「
万
一
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
生
じ

た
責
任
は
、会
員
個
人
個
人
で
な
く
、

事
業
団
か
そ
の
責
任
を
負
い
ま
す

。

◎
配
分
金
(
仕
事
の
対
価
)
の
支
払
は

事
業
団
が
仕
事
を
引
き
受
け
る
と

き
は
、
材
料
費
・
事
務
費
・
配
分
金

な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
い
く

ら
と
決
め
ま
す

。こ
の
請
負
代
金
は
、

社
会
的
に
相
当
と
思
わ
れ
る
金
額
か

目
安
と
な
り
ま
す

。
請
負
代
金
は
、

事
業
団
が
一
括
し
て
受
取
り
、
実
際

に
そ
の
仕
事
を
し
た
会
員
に
配
分
金

か
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

◎
け
が
を
し
た
と
き
な
ど
は

会
員
か
、仕
事
中
け
が
を
し
た
り

、

仕
事
か
原
因
で
病
気
に
か
か
っ
た
と

き
な
ど
は
、
労
災
保
険
の
給
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
手
続
き
が
と
ら
れ

ま
す
。

◎
事
業
団
の
性
格
は

単
な
る
同
好
の
グ
ル
ー
プ
で
は
な

く
、
公
共
的
な
性
格
を
持
つ
〝
社
団

法
人
に
準
じ
た
団
体
"
で
営
利
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
仕
事

を
し
ま
す

事
業
団
の
会
員
は
、
希
望
す
る
職

種
ご
と
に
仕
事
の
班
を
作
り
、
お
互

い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
各
人
が
希

望
す
る
日
数
や
時
間
に
し
た
が
っ
て

仕
事
を
し
ま
す
。

会
員
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
と
し
て

は
、次
の
よ
う
な
も
の
か
あ
り
ま
す
。

◇
一
般
事
務
や
経
理
事
務

高
齢
者
の
こ
ま
め
さ
と
実
直
さ
を

役
立
て
ま
す
。

◇
簡
単
な
大
工
仕
事
・
修
理
修
繕

長
年
の
経
験
と
丹
念
な
仕
事
を
す

る
技
能
を
役
立
て
ま
す
。

◇
室
内
で
す
る
手
先
の
仕
事

根
気
を
必
要
と
す
る
作
業
は
、
う

っ
て
つ
け
で
す
。

◇
筆
配
・
毛
筆
・
筆
耕

各
種
の
あ
て
名
書
き
や
証
書
の
毛

筆
な
ど
は
高
齢
者
に
と
っ
て
格
好

の
仕
事
で
す
。

◇
外
交
・
折
衝
・
集
配
事
務

◇
屋
外
の
軽
易
な
作
業

◇
留
守
番
や
子
守
・
家
事
補
助
な
ど

皆
さ
ん
の
会
社
や
家
庭
の
中
で
、

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
積
極
的
に
事
業
団
に
発

注
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
「
高
齢
者
事
業
団
の
あ

ら
ま
し
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
卜
か
、
各

出
張
所
、
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老

人
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援
護
課
高

齢
者
事
業
団
指
導
担
当

事業団の説明を熱心にきくお年寄の皆さん

身
障
者
の
方
へ

家
政
婦
を

派
遣
し
ま
す

心
身
障
害
者
を
か
か
え
て
い
る
世

帯
に
対
し
て
、区
内
の
家
政
婦
紹
介

所
か
ら
、
家
政
婦
を
派
遣
し
身
の
回

り
の
お
世
話
な
ど
を
し
ま
す
。

お
世
話
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
は

身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
、
愛

の
手
帳
一
～
三
度
、
脳
性
マ
ヒ
、
進

行
性
筋
萎
縮
症
お
よ
び
こ
れ
ら
と
同

程
度
以
上
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
上
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
方
の
い

る
ご
家
庭
で
障
害
者
ま
た
は
介
護
者

の
一
時
的
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
日
常

生
活
が
著
し
く
妨
げ
ら
れ
る

世
帯
(

た
だ
し

、
福
祉
事
務
所
か
ら
家
庭

奉
仕
員
か
派
遣
さ
れ
て
い
る
世
帯
は

除
き
ま
す
)

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

食
事
・
洗
濯
・
掃
除
・
身
の
回
り

の
お
世
話
な
ど
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
・
身
障
手
帳
・
愛
の
手

帳
・
診
断
書
な
ど
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援

護
係
へ
ど
う
ぞ
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
和
地
区
は
ど
の
よ
う
に
し
て

で
き
た
の
で
す
か
(
2
)

前
回
は
、
同
和
地
区
は
ど
の
よ

う
に
し
て
で
き
た
の
か
―
同
和
地

区
は
自
然
に
で
き
た
の
で
は
な

く
、
徳
川
幕
府
の
封
建
的
身
分
制

度
に
よ
り
、
住
居
、
仕
事
、
身
分

を
固
定
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
し

た
。
つ
ま
り
同
和
地
区
は
、
支
配

者
の
政
策
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
代
ま
で
生

き
て
差
別
を
生
み
だ
し
て
い
る
こ

と
に
ふ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
明

冶
の
解
放
令
以
後
百
年
余
り
を
経

過
し
た
今
も
同
和
地
区
が
現
存
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
!
つ
か
。

明
冶
四
年
(
月
、
「
え
た
・
非

人
の
称
を
廃
し
、
身
分
職
業
と
も
、

平
民
同
様
た
る
べ
き
こ
と
」
と
い

う
太
政
官
布
告
、
「
解
放
令
」
か

だ
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
上
の
身
分

差
別
と
差
別
的
な
呼
ぴ
方
を
解
消

し

、
一
応
、
四
民
平
等
の
世
の
中

に
し
ま
し
た

。

し
か
し
、
完
全
に
都
落
差
別
を

な
く
す
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す

。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
部
落
差

別
は
、
明
冶
以
後
さ
ら
に
温
存
助

長
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
深

刻

化
し

た
と
さ
え
い
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
そ

ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
I
う

か
。ま

す
第
一
に
明
冶
政
府
は
華
族

や
士
族
に
、
多
く
の
公
債
や
現
金

を
与
え
、
農
民
に
土
地
の
所
有
を

認
め
ま
し
た
が
、
身
分
階
層
の
最

底
辺
で
差
別
と
貧
困
の
な
か
で
暮

ら
し
て
き
た
同
和
地
区
の
人
ぴ
と

に
は
、
新
し
い
職
業
を
保
障
す
る

な
ど
の
実
質
的
政
策
を
何
も
や
ら

な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
旧
時
代
に

は
専
業
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
職

業
を
、平
等
の
名
の
も
と
に
奪
い

と
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、納
税
・
兵
役
・
教
育
の

三
大
義
務
だ
け
は
負
わ
さ
れ
、
同

和
地
区
の
人
ぴ
と
は
農
村
で
は
土

地
の
な
い
ま
ま
、
都
市
で
は
雑
業

の
ほ
か
職
業
の
な
い
ま
ま
、
新
し

い
資
本
主
義
経
済
の
自
由
競
争
の

申
に
放
り
出
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
も
明
治
五
年
に
は
江
戸
時

代
の
旧
身
分
を
書
い
た
「
じ
ん
し

ん
戸
籍
」
が
つ
く
ら
れ
、
な
が
く

差
別
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

封
建
制
が
崩
壊
し
、解
放
令
が

だ
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部

落
差
別
は
、形
を
変
え
な
が
ら
残

さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

納
め
忘
れ
の
方
へ

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、

年
金
を
受
け
取
る
時
に
、
受
給
額

が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
年
金
か
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ

納
め
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

納
め
て
く
だ
さ
い

。

昭
和
五
十
一
年
一
～
三
月
分
の

保
険
料
は
、
五
月
一
日
を
過
ぎ
る

と
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
書
か
お
手
元
に
な

い
方
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

区
役
所
国
民
年
金
課
検
認
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

入
寮
者
を
募
集

区
勤
労
青
少
年
寮

募
集
人
員
　
若
干
名

申
込
資
格
　
①
単
身
男
子
で
あ
る

こ
と
　
②
都
内
の
中
小
企
業
に

動
務
し
て
い
る
こ
と
　
③
年
齢

が
膺
十
五
歳
～
濟
二
十
三
歳
ま

で
　
④
申
込
み
前
三
か
月
の
平

均
月
収
が
十
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
　
⑤
従
業
員
寮
が
な
い
こ

と
ま
た
は
従
業
員
寮
が
あ
る
場

合
で
も
入
寮
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
　
⑥
現
在
の
居
住
状

態
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
・
=
▼
一
人
当
り
の
居
室

面
積
が
四
・
九
平
方
㍍
以
下
(

三
畳
未
雨
)
の
場
合
　
▼
月
額

家
賃
が
平
均
月
収
の
二
十
%
以

上
の
場
合
　
▼
住
宅
と
み
な
せ

な
い
建
物
に
住
ん
で
い
る
場
合

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

商
工
係

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

登
録
と
予
防
注
射

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。
期
日
・
場

所
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

受
付
時
間
　
千
住
保
健
所
管
内
=
・

午
前
十
時
～
正
午
　
足
立
保
健

所
管
内
・・・
午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分

手
数
料
　
一
頭
千
四
百
円

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
衛
生
係

・
千
住
保
健
所
(
　
(
(
(
-

四
二
七
七
)
・
足
立
保
健
所
(

(
四
〇
-
五
一
四
一
)
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ス
ポ
ー
ツ

区
民
軟
式
野
球
大
会

日
時
　
五
月
三
日
～
五
月
二
十
一

日
の
日
曜
日
(
雨
天
順
延
)

場
所
　
区
営
千
住
新
橋
・
五
反
野

グ
ラ
ン
ド

出
場
資
格
　
区
内
在
住
、
在
動
の

十
(
歳
以
上
で
編
成
さ
れ
、
教

育
委
員
会
に
登
録
し
て
あ
る
ア

マ
チ
ュ
ア
の
チ
ー
ム

募
集
数
　
百
二
十
(
チ
ー
ム
(
先

着
順

、定
数
に
な
り
次
第
締
切
)

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
(
体
育
諢

に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の
う
え
、

四
月
十
五
日
(
土
)
ま
で
に
教

育
委
員
会
体
育
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
は

、
体
育
課
へ

。

親
と
子
の
体
操
教
室

期
日
　
五
月
十
二
日
(
金
)
～
来

年
の
三
月
三
十
日
(
金
)
年
間

三
十
口

時
間
　
A

組
―
午
前
十
時
　
B

組
-

午
前
十
一
時
か
ら
各
五
十
分

場
所
　
足
立
区
体
育
館

参
加
資
格
・
定
員
　
A
組
-
昭
和

四
十
九
年
四
月
二
日
～
九
月
三

十
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
と
そ
の

親
、B
組
―
昭
和
四
十
九
年
枦

月
一
日
～
昭
和
五
十
年
四
月
一

日
に
生
ま
れ
た
幼
児
と
そ
の
親

各
(
十
五
結
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
)

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
、
教
冐
委
員
会

体
育
課
へ

。
四
月
五
日
(
水
)

か
ら
申
込
受
付

。

派
遣
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
指
導
者
に

お
困
り
の
団
体
に
、
教
育
委
員
会

で
指
導
者
を
派
遣
し
ま
す
。

橢
目
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

、
卓

球

、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
な
ど
で
す
。

日
時
、
会
場
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
齊
委

員
会
体
育
課

な
ぎ
な
た

初
心
者
請
習
会

美
容
と
健
康
の
た
め
に
、
あ
な

た
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
四
月
二
十
三
日
(
日
)
か

ら
毎
週
片
曜
日

午
後
二
時
～

四
時

場
所
　
区
立
千
寿
小
学
校
体
育
館

対
象
　
一
般
区
民
(
学
生
・
成
人
)

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
、ま
た

は
直
接
、
教
育
委
員
会
体
育
課

(〒
1

2
0

千
住
一
卜
五
〇
)
へ
。

行 事・催 し 物

区 民 カ レ ン ダ ー
( 4月5日～5月4日)

予
防
接
種
を
お
忘
れ
な
く

―
小
児
マ
ヒ
・
三
種
混
合
―

春
の
定
期
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。対
象
に
な
っ
て
い

る
方
は
必
ず
受
け
ま
し
I
つ
。

一
　
予
防
接
種
の
種
類

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)

▽
一
回
目

▽
二
回
目

三
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、百
日

せ
き
、
破
傷
風
)

▽
一
期
(
三
回
式
)

▽
二
期
(
一
回
式
)

二
　
対
象
者

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)

▽
一
回
目
・・・
昭
和
四
十
九
年
十
一

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
十

月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児
で

、
小
児
マ
ヒ
の
接
租
を

一
度
も
受
け
て
い
な
い
方

▽
二
回
目
・
・
・
昭
和
四
十
九
年
五
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
二
年
四
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

で
、
一
回
目
接
租
後
六
週
間
以

上
経
過
し
て
い
る
方

三
種
混
合

▽
一
期
(
三
回
式
)
…
昭
和
四
十

九
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児
で
、
一
期
の
す
ん

で
な
い
方

▽
二
期
(
一
回
式
)
・
・
・
昭
和
四
十

【
年

】月
一
日
か
ら
昭
和
四
十

九
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
で

、
一
期
終
了
後
一

年
以
上
経
過
し
て
い
る
方

三
　
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼

児

・
発
熟
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
の
あ
る
方

・
下
痢
な
ど
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
方
、
ま
た
は
症
状
が
な
く
な

っ
て
二
週
間
以
内
の
方

・
最
近
、
ま
た
は
現
在
病
気
に
か
か

っ
て
い
る
方

・
予
防
接
種
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を

呈
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
方
、
ま
た

は
異
常
な
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と

の
あ
る
方

・
最
近
―
年
以
内
に
、け
い
れ
ん
症

状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
方

・
種
痘
、
は
し
か
、B
C
G

の
予
防

接
種
を
受
け
て
一
か
月
を
経
過
し

て
い
な
い
方

・
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
穂
を
受
け
て
一
週
間
を
経

過
し
て
い
な
い
方

・
ウ
ィ
ル
ス
性
疾
患
(
お
た
ふ
く
か

ぜ
、
は
し
か
、
風
し
ん
等
)
に
か

か
っ
て
一
か
月
を
縄
過
し
て
い
な

い
方

・
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た

方
四
　
接
種
日
と
会
場

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)

▽
上
表
の
と
お
り

三
種
混
合
一
期
(

三
回
式
)
二
期
(

一
回
式
)

▽
四
月
十
二
日
・
五
月
十
日
・
六

月
七
日
・
六
月
二
十
(
日

▽
会
場
・
・
・
「本
院
は
予
防
接
種
実

施
医
療
機
関
で
す
」の
掲
示
の

あ
る
区
内
各
医
療
機
関

五
　
受
付
時
間
…
午
後
二
時
～
三
時

六
　
接
種
前
の
注
意

・
体
温
を
計
る
こ
と

・
問
診
票
を
正
し
く
記
入
す
る

※
注
意
　
二
種
類
の
予
防
接
種
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
幼
児
に

つ

い
て

は

、
接
種
前
に
必
ず
保
健
所
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

。

く
わ
し
く
は
、
管
轄
保
健
所
(
足

立
保
健
所
　
　
(

四
〇
1
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
　
(
(
(
i

四
二
七

七
)
ま
た
は
、
区
役
所
保
健
予
防
係

へ
ど
う
ぞ
。

接種日と会場( 小児マヒ)

在
宅
重
度
心
身
障
害
の
方
に

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

昭
和
五
十
三
年

四
月
期

支
払

分
(

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
分
～
昭
和

五
十
三
年
三
月
分
)
の
福
祉

手

当

(
国
制
度
)
は
、
四
月
十
日
頃
あ
な

た
の
指
定
し
た
金
融
機
関
に
振
込
み

ま
す
の
で
、お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。(

受
給
者
に
は
、
は
が
き
で
通
知
)

な
お
、
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
申

請
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
次

の
要
領
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

骸
当
す
る
方

▼
障
害
の
程
度
か
表
(
一
)
に
定
め
る
程

墺
の
方
で
、
日
常
生
活
で
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方
　
▼
日
本
国
民

で
足
立
区
に
住
所
の
あ
る
方
(
た
だ

し
、施
設
入
所
者
は
除
く
)
　
▼
所

得
制
限
　
表
(
二
)
の
と
お
り
　
▼
公
的

年
金
受
給
制
限
　
表
(
三
)
の
と
お
り

申
請
に
必
裏
な
も
の

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

▼
身
障
手
帳
、愛
の
手
帳
ま
た
は
診

断
書
(
窓
口
に
あ
る
所
定
の
用
紙
)
▼

障
害
者
本
人
名
儀
の
預

金

通
帳
(

郵
便
局
は
除
く
)
　

▼
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、区
役
所
援
護
係
へ

。

表一　障害の程度
一
　
両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
二
以
下
の
も
の

二
　
両
耳
の
聴
力
か
補
聴
器
を
用
い
て
も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度

の
も
の

三
　
両
上
肢
(
し
)
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

四
　
両
上
肢
(
し
)
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

五
　
両
下
肢
(
し
)
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

六
　
両
大
腿
(
た
い
)
を
二
分
の
一
以
上
失
っ
た
も
の

七
　
休
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安

静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程
度
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、日
常

の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
る
程
度
の
も
の

九
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
も
の

十
　
身
体
の
機
能
の
障
害
も
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ

っ
て
、そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

表二　所得制限表三　公的年金受給制限
ア
　
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
年
金
(
障
害
福
祉
年
金
は
除
く
)

イ
　
厚
生
年
金
保
険
法
、船
員
保
険
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

ウ
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
各
種
共
済
組
合
法
に
基
づ
く

廃
疾
年
金
又
は
障
害
年
金

エ
　
労
働
者
災
客
補
償
保
険
法
等
に
基
づ
く
障
害
補
償
年
金
及
び
障

害
年
金

オ
　
恩
給
法
に
基
づ
く
年
金
た
る
給
付
で
廃
疾
を
支
給
事
由
と
す

る
も
の

力
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

キ
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
介
護
手
当
等

※
そ
の
他
に
も
受
給
制
限
か
あ
り
ま
す
の
で
、廃
疾
を
理
由
と
し
て

受
給
さ
れ
て
い
る
公
的
年
金
が
あ
り
ま
し
た
ら
く
わ
し
く
は

担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
室

登
録
パ
ー
ト
募
集

勤
務
地
　
区
内
学
童
保
育
窒

資
格
　
濟
四
十
歳
未
満
の
女
子
の
方

で
、自
宅
に
電
話
の
あ
る
方

勤
務
時
間
　
正
午
～
午
後
五
時

賃
金
　
一
時
間
五
百
十
円

申
込
方
法
　
履
歴
書
一
通
提
出

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
襴

祉
事
業
課
学
童
保
育
担
当

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

対
象
　
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
三
級

以
上
、視
力
障
害
一
級
の
方

乗
れ
る
タ
ク
シ
ー
　
ち
I
つ
ち
ん
マ

ー
ク
、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
マ
ー
ク
の

個
人
タ
ク
シ
ー

利
用
券
　
月
四
枚
ま
で
交
付

利
用
方
法
　
利
用
券
を
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
さ
ん
に
度
せ
ぱ
、
メ
ー
タ

ー
料
金
か
ら
三
三
〇
円
を
差
し
引

い
て
く
れ
ま
す
。

申
請
先
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
住
所

の
わ
か
る
も
の
、
印
か
ん
を
持
つ

て
区
役
所
二
階
援
護
係
へ
。

育
児
相
談
と

精
神
衛
生
相
談

■
育
児
相
談

日
時
　
毎
月
第
一
、第
二
水
曜
日

四
月
は
、
五
日
、十
二
日
午
前
九

時
～
十
時
三
十
分

内
容
　
身
体
測
定
、育
児
と
栄
養
指

導
(
費
用
無
料
)

持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
　

お
む
つ

■
精
神
衛
生
相
談

日
時
　
四
月
六
日
(
木
)
午
後
一
時

三
十
分
～
一
時
三
十
分
(
費
用
無

料
)

場
所
・
問
い
合
わ
せ
は
。
各
相
談
と

も
、江
北
保
健
相
談
所
　
　
(
九

六
-
四
〇
〇
四
へ
。

掲
示
板

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
募
集

足
立
区
新
生
活
運
動
推
進
委
員

会
で
は
、地
域
(
団
体
)
や
学
校

の
花
壇
を
対
象
に
、春
の
花
い
っ

ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん
で
咲
か
せ

た
「
協
力
の
美
」
を
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
四
月
二
十
五
日
(火
)

申
込
先
　
区
役
所
生
活
環
境
係

最
近
、
住
居
表
示
実
施
地
区

の
家
庭
を
訪
問
し
、
区
と
関
係

が
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
を
し

て
、
「表
札
」を
販
売
し
て
い

る
者
が
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
区
と
は
一
切
閲
係
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

商
工
相
談

区
で
は
、
商
店
や
工
場
の
経
営

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
中
小
企

業
経
営
に
、
専
門
的
知
識
と
経
験

を
も
つ
商
工
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。窓
口
に
来
ら
れ
な

い
方
は
、相
談
専
用
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜

日

、
午
前
十
時
～
午
後
四
時

相
談
内
容
　
経
営
、金
融
、経
理
、

労
務
管
理
、
受
注
取
引
等

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

商
工
係

区
民
教
養
講
座

企
画
委
員
募
集

委
員
会
開
催
日
時
　
四
月
十
三
日
(

木
)
、
十
(
日
(
火
)
午
後

六
時
三
十
分

募
集
人
員
　
先
着
二
十
名

対
象
　
区
民
成
人
者

謝
礼
　
な
し

申
込
受
付
　
四
月
六
日
か
ら
、電

話
、ま
た
は
窓
口
で
受
付
。

申
込
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー

(
五
0
一
(
(

〇
一
へ

。

東
部
セ
ン
タ
ー

■
押
絵
教
室
(
か
ぶ
と
の
押
絵
)

日
時
　
四
月
十
二
日
(
水
)

午
後
一
時
　
定
員
五
十
名

教
材
費
　
二
千
五
百
円
程
度

持
参
す
る
も
の
　
は
さ
み
、目
打
、

お
し
ぼ
り

■
水
墨
画
教
室

日
時
　
四
月
二
十
二
日
(
土
)
　

午
後
一
時
　
定
員
　
二
十
名

教
材
費
　
六
百
円
程
度

持
参
す
る
も
の
　
硯
と
墨

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、
各
行
事

と
も
、
東
都
セ
ン
タ
ー
　
　
六

〇
五
-
七
一
〇
一
へ
。

花
畑
セ
ン
タ
ー

■
春
の
婦
人
教
室
参
加
者
募
集

茶
道
、
着
付
、
料
理
、
陶
芸
、

籘
工
芸
な
ど
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
対
象
は
一
般
区
民
。

申
込
受
付
　
四
月
七
日
(金
)
か
ら

■
親
子
体
操
教
室

日
時
　
四
月
十
五
日
(
土
)
か
ら

六
月
ま
で
、毎
週
土
曜
日
の
午

前
中

対
象
　四
歳
・
五
歳
児
と
お
母
さ
ん

申
込
受
付
　
四
月
七
日
(金
)
か
ら

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、
各
行
事

と
も
花
畑
セ
ン
タ
ー
　
　
(
五

〇
-
二
六
一
七
へ
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧
期

間
は
、
四
月
一
日
～
四
月
二
十

日
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
都
税
事
務

所
　
　

八
八
二
-
ニ

ー
―
一
へ

身
体
障
害
者
・
家
族

激
励
慰
安
大
会

日
時
　
五
月
三
日
(
水
)
正
午
～

午
後
四
時
三
十
分

場
所
　
区
産
業
振
興
館

内
容
　
一
流
芸
能
人
の
出
演
と
抽

せ
ん
会

主
催
　
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

後
援
　
区
社
会
福
祉
協
議
会

問
い
合
わ
せ
は
、
身
体
障
害
者
褊

祉
協
会
役
員
　
百
目
鬼
宅
へ

。(

(
(
三
-

―二
七
五
四
)

毎
年
四
月
は
河
川
典
化
月
間

で
す
。ご
み
を
す
て
た
り
、汚

い
水
を
流
し
た
り
し
な
い
で

、

河
川
の
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ

い

。

訂
正

三
月
十
六
日
号
の
記
事
中

、
老
齢
年
金
受
給
資
格

期
間
表
の
最
低
期
間
の
単
位
が
「円
」

と
あ
る
の
は
「年
」の
誤
り
で

し
た
。お
詑
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

T・N・Y　217, 000


